
 

題材 はくにのってリズムをうとう（１年） 

教材 
「しろくまのじぇんか」 

鑑賞 
「かたつむり」 
歌唱・器楽 

「ぶんぶんぶん」 
器楽・歌唱 

「りずむでおみせやさん」 
音楽づくり 

「うみ」 
歌唱 
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４分音符と８分音符の違いを感じ取り、
言葉によるリズムづくりをしよう。 

サウンドライブラリー【柱２】 共有し、蓄積していく 
・生活や社会の中で使っている言葉のもつリズムを意識化していく 

① 生活の中で使う言葉のもつリズムと、これま

でに学習したリズムとの関連付け 

♪ 共有 
意識 

これまでに学んだリズムを活用し、曲に
合ったリズムを工夫して演奏しよう。 

②生活の場面と関連

させたリズムあそび 

共有 
意識 

３拍子にのって
歌おう。 

③３拍子の曲

の収集と歌唱 

第１学年２組 音楽科学習指導案 

【日時】令和６年７月 24日(水) 10:20～11:05 【場所】1年２組教室 【指導者】御厨 有花 

本授業の参観の視点 

 

 

 
１ 題材名 はくに のって リズムを うとう 

２ 題材の構想 
(1) 題材について 

   この題材では、前題材での「拍」の学習を基に、リズムの違いやまとまりを感じ取って、拍やリズム

に対する感覚を楽しみながら育てていくことをねらいとしている。歌うこと、打楽器を演奏すること、

聴くこと、体の動きを使って表現することなど、様々な活動を通してリズムの違いを生かした表現に思

いをもったり、拍とリズムとの関わりから感じる曲の楽しさなどを見いだして聴いたりすることができ

るようにしていく。また、３文字と５文字の言葉から生まれるリズムと「反復」や「呼びかけとこたえ」

を用いて、簡単な声遊びをする音楽づくりの学習においては、言葉をリズムに当てはめて唱える面白さ

や、それを友達とつなげて発表す

る楽しさを味わうことができる

ようにする。 

拍やリズムに対する感覚を養

うためには、低学年のこの時期に、

遊びや体の動きを通して、段階を

踏みながら繰り返し行うことが大

切である。「拍」の感得から拍にの

ったリズム打ちができるようにな

ることで、２学年の拍子の感受へ

とつなげていく。 

(2) 児童について 

本学級の児童は音楽活動に意欲的で、常時活動では、既習の曲はもちろん、校歌やリクエスト曲など

も拍に合わせて手拍子をうったり体を動かしたりしながら歌うことができる。本学級の児童 34 名に対

して事前アンケートを行ったところ、普段の生活の中で、今までに学習してきたようなリズムを見付け

たことがある児童は９名（26％）であり生活の中でリズムを意識している児童は少ない。普段どのよう

な時にどのような音楽を聴くのか問うと、車の中や家で流れている曲や、テレビから流れている曲を聴

くという回答が多く、自分で選ぶというよりも間接的に流れてくる音楽を聴いていることが分かる。童

謡や子どもの歌などよりも、流行りの曲を耳にすることが多いので、授業で取り扱うような拍やリズム

が取りやすい曲にはあまり触れていない。また、言葉でリズムあそびをした経験も少なく、生活や社会

の中の音や音楽と授業との関連を感じている児童はほとんどいない。 

そこで、日常生活の様々な場面にあふれる言葉を使い、拍にのることで、文字数によって言葉そのも

のがリズムになり、それらを取り上げていく「リズムあそび」を単元を通して行う。生活や社会の中に

はたくさんのリズムがあふれていることを知り、実感をもってリズムを捉えられるようにしていく。 

(3) 指導について 

指導に当たっては、鑑賞、歌唱、器楽、音楽づくりによる活動を展開する。題材を通して、生活や社

会の中で使っている言葉のもつ自然なリズムを、既習のリズムと関連付けて意識化し、サウンドライブ

ラリーとして共有し、蓄積していく取組を行う（図１）。 

生活の中の音や音楽とつなぐ手立てとして、第一次では、これまでに学習した、｜♩♩♩𝄽 ｜のリズ

ムと、生活の中で経験のある「じゃんけんぽん」や「けんけんぱ」のリズムとを関連付けて共有する。

また、「しろくまのじぇんか」で学習した｜♩𝄽 ♩𝄽 ｜♩♩♩𝄽 ｜のリズムと、「さんぽ」の前奏や、

運動会の応援のリズムとを関連付けて共有する（手立て①）。既習のリズムとそれに似たリズムを生活

の中から探し、関連付けることで、生活や社会の中で耳にするリズムや音そのものに関心をもつように

なると考える。また、国語科の単元「おもちやとおもちゃ」の学習後、生活や社会の中にあるお店屋さ

ん見付けを行った際に、自分たちもお店屋さんごっこをしたいという気持ちが高まった。そこで、第二

生活の中にある３文字や５文字の言葉を既習のリズムに当てはめた音楽づくりを行います。「りずむでおみせや

さん」ごっこを通してリズムあそびの面白さや友達と協働する楽しさを感じて演奏する児童の姿をご覧ください。 

図１ 研究テーマに基づく題材の流れ 



 

次では「りずむでおみせやさん」ごっこを設定した（手立て②）。お店屋さんに並ぶ物を考え、その言

葉がもつ自然なリズムに着目する。３文字と５文字を組み合わせたリズムは、「ぶんぶんぶん」で学習

した｜♩♩♩𝄽 ｜♫♫♩𝄽 ｜のリズムにぴったり合うことから、３文字と５文字の言葉を組み合わせ

て自分なりに工夫をしてリズム表現を考える。お店屋さんごっこを通して、リズムを使ったやり取りを

行うことで、リズムあそびや音楽づくりの面白さに気付くことができると考える。第三次では、体を揺

らしながら、ゆったりと揺れるような３拍子のリズム感や拍子感を味わい、毎日使っている教材「うた

はともだち」の中から３拍子の曲を見付けたり、歌ってみたりする（手立て③）。このような手立てを

行うことにより、授業で学んだことが生活や社会の中の音や音楽とつながっていくようにする。 

(4) 期待する「回遊する学び」について 

本題材及び本時における児童の姿を小学校全体テーマの「回遊する学び」に関わる内容と資質・能力

に関連付けたものが、表１である。 

表１ 期待する「回遊する学び」に関わる内容と資質・能力、児童の姿 

 内容 資質・能力 児童の姿 

ステージＡ 
「 題 材 ・ 領 域 」 

音楽科 
「はくにのってリズムを 

うとう」 
鑑賞・歌唱・器楽 

・リズムに合う言葉を選んで表現し、
リズムのつなげ方を工夫する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・３文字と５文字の言葉を用い
て、４分音符と８分音符のリズ
ムに合わせて工夫して表現し
ている。 

ステージＢ 
「自教科」 

音楽科 
「はくをかんじとろう」 

鑑賞・歌唱・器楽 

・拍にのってリズムを読み、手拍子や
打楽器でうつ。  【知識及び技能】 

・拍に合った表現の仕方について思い
をもつ。  

【思考力、判断力、表現力等】 

・拍にのってリズムをうつことが
できている。また、反復や呼び
かけとこたえを用いながら、リ
ズムあそびをしている。 

ステージＣ 
「他教科」 

国語科 
「おもちやとおもちゃ」 
「おむすびころりん」 

 

・言葉のリズムに親しみ、言葉のもつ
リズムの面白さや楽しさを味わう。 

【学びに向かう力、人間性等】 
・３文字と５文字の言葉を、状況に応
じて考えている。 【知識及び技能】 

・国語科の学習のつながりから、
３文字や５文字のお店屋さん
を探したり、お店屋さんごっこ
の状況に合う言葉のやり取り
を考えたりしている。 

ステージＤ 
「実生活・実社会」 

生活の中で使う言葉 

・生活の中の３文字と５文字の言葉の
組み合わせが、２小節のリズムとし
て表現できる面白さを感じ取る。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・生活の中の事象から、言葉の組
み合わせがリズムにつながる
ことを実感し面白さを感じて
いる。 

ステージＡでは、題材を通して、教材曲で学習するリズムを拍に合わせて正しくうつことができるよ

うにする。また、リズムあそびを通して、普段の言葉をリズムに合わせている児童を価値付け、本時で

も３文字と５文字の言葉のリズムを工夫して組み合わせることができるようにする。ステージＢでは、

拍を意識してリズムをうっていたり、反復や呼びかけを用いたりしてリズムあそびをしている児童を価

値付けるようにする。ステージＣ、Ｄでは、「りずむでおみせやさん」ごっこあそびを設定することで、

３文字と５文字の言葉をリズムとして組み合わせることにより、言葉を日常の生活の中から状況に合わ

せて選び、工夫してリズムをつくっていくことができるようにする。３文字と５文字では表せない表現

をしたい場合のやり取りについては、友達と話し合う時間を設けることで、他者の発想を取り入れ、新

たな自分の考えをもち、自分なりに納得したよりよいリズムづくりにつながっていくと考える。 

３ 題材の目標と評価規準 

(1) 題材の目標 

リズム、拍、フレーズを聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面白さを感じ取り、思いに合った

表現をするために必要な、歌う技能や器楽の技能を身に付けたり、反復や呼びかけとこたえを用いて簡

単な音楽をつくったりすることができるようにする。 

(2) 評価規準 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

・曲想と拍などの音楽の関わり、曲想と歌詞
の表す情景や気持ちとの関わりについて気
付くとともに、思いに合った表現をするた
めに必要な、自分の歌声及び発音に気を付
けて歌う技能を身に付けて歌っている。 

・言葉のリズムのつなげ方の特徴について、
それらが生み出す面白さなどと関連させて
気付いている。 

・思いに合った表現をするために必要な、反
復や呼びかけとこたえなどの仕組みを用い
て、簡単な音楽をつくる技能を身に付けて
いる。 

・音色、リズム、拍、フレーズを聴き取り、それ
らの働きが生み出すよさや面白さを感じ取り
ながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの
関わりについて考え、曲や演奏の楽しさを見い
だし、曲全体を味わって聴いたり、曲想を感じ
取って表現を工夫し、どのように表現するかに
ついて思いをもったりしている。 

・リズム、拍、反復、呼びかけとこたえを聴き取
り、それらの働きが生み出すよさや面白さを感
じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこ
との関わりについて考え、どのように音を音楽
にしていくかについて思いをもっている。 

・拍やリズムに興味をもち、
音楽活動を楽しみながら
主体的・協働的に歌唱や
器楽、音楽づくり、鑑賞
の学習活動に取り組もう
としている。 

 



 

４ 教材曲について 

   本題材で扱う教材曲について、音楽的知見と期待できる学びを表２に示す。 

表２ 教材曲に関する音楽的知見と期待できる学び 

教材曲名・作曲者等 楽曲について・期待できる学び 

「しろくまのじぇんか」 
 
ケンウォール 作曲 
平井多美子  日本語詞 

<楽曲について>「ジェンカ」とはフィンランドで生まれたフォークダンスでＡ+Ｂ+Ａの三部形式。
曲全体がジェンカのリズムで統一されている。 
<期待できる学び>途中に休符を含む４小節のまとまりになっており、音が連続するよりもリズム
のまとまりを感じやすい。ステップを踏んだり体を動かしたりして無理なく拍にのってリズムの
感覚を身に付けることができる。 

「かたつむり」 
 
文部省唱歌 

<楽曲について>ＡＡ’Ｂの一部形式でつくられ、フレーズごとに歌詞の表す様子が変化してい
る。生活科の「生き物みつけ」とも関連付けることができる楽曲である。 
<期待できる学び>付点のリズムと８分音符のリズムの違いと歌詞との関わりを考え、既習のリズ
ムと歌を組み合わせて、自分なりの表現の工夫をすることができる。 

「ぶんぶんぶん」 
ボヘミア民謡 
村野四郎 日本語詞 

<楽曲について>原曲はドイツ文化の影響を強く受けたボヘミア地方の民謡である。Ａ+Ｂ+Ａの三
部形式でＡとＢの対比が鮮明である。 
<期待できる学び>８分音符のリズムを新たに学習するが、歌詞の言葉のリズムと同じであるた
め、拍にのって歌いながらリズムを感じ取って打楽器で演奏することができる。 

「うみ」 
文部省唱歌 
井上武士 作曲 
林 柳波 作詞 

<楽曲について>昭和 16年に発表されて以来広く親しまれ、現在でも歌い継がれている。Ａ+Ｂの
一部形式。使用されているリズム型は様々な動揺や唱歌で用いられる。 
<期待できる学び>教科書で扱う初めての３拍子の曲である。波の様子や海の広さをイメージしな
がらゆったりと揺れるような３拍子のリズム感や拍子感を味わうことができる。 

５ 題材の指導計画（全９時間 本時８／９時間目） 

次 時 主な学習活動（〇） 指導上の留意点（・） 評価規準（◆）【観点】 回遊 

一 

１ 
〇鑑賞 
「しろくまのじぇんか」 
 
休符を伴うリズムの
まとまりを感じ取る。 

・音楽に合わせてリズムを手拍子や打
楽器でうち、曲想との関わりに気付
くようにする。 

◆曲想と拍などの音楽の構造との
関わりについて気付いている。       

【知・技】 

Ａ 
Ｂ 

２ 

・音楽に合わせて体を動かしながら楽
しんで聴くことができるようにす
る。 

◆リズム、拍、フレーズを聴き取
り、曲や演奏の楽しさを見いだ
し、曲全体を味わって聴いてい
る。      【思・判・表】 

Ａ 
Ｂ 

二 

３ 

〇歌唱・器楽 
「かたつむり」 
 
今までに学んだリズ
ムを活用しながら組
み合わせを考え、歌に
合ったリズムを工夫
する。 

・歌詞の表す様子を思い浮かべながら
歌うようにする。 

◆思いに合った表現をするために
必要な歌声で歌う技能を身に付
けて歌っている。 

【知・技】 

Ａ 
Ｂ 

４ 

・歌に合ったリズムを選び、歌いなが
ら試し、表現の仕方について思いを
もって練習できるようにする。 

◆音色、リズム、拍、フレーズを
聴き取り、ぴったりだと思うリ
ズムを選び、どのように表現す
るかについて思いをもってい
る。      【思・判・表】 

Ａ 
Ｂ 
他者 

三 

５ 

〇器楽・歌唱 
「ぶんぶんぶん」 
 
四分音符と八分音符
のリズムの違いを感
じ取る。 

・演奏を聴いたり歌ったりしながら、
リズムの違いに気付くようにする。 

・音楽の感じに合う音色を試して探
し、タンブリンのうち方について思
いをもつようにする。 

◆リズムの違いを聴き取り、曲想
を感じ取って、タンブリンを使
ってどのように表現するかにつ
いて思いをもっている。       

【思・判・表】 

Ａ 
Ｂ 

６ 

・歌に合わせて、手拍子や打楽器を演
奏し、音色を生かして楽しく表現で
きるように促す。 

◆タンブリンの音色に気を付けて
演奏をする技能を身に付けて演
奏している。 

           【知・技】 

Ａ 
Ｂ 

四 

７ 

〇音楽づくり 
「リズムでおみせやさん」 
 
３文字と５文字の２
つのリズムに合う言
葉を探し、反復や呼び
かけとこたえを使っ
てつなげ方を工夫し、
言葉によるリズムづ
くりをする。 

・児童の思いから、国語で学習した「お
もちやとおもちゃ」や図画工作科で
取り組んだ「好きなメニュー作り」
の経験を生かし、「リズムでおみせ
やさん」を開くことにつなげる。 

・リズムに合う言葉を選び、反復や組
み合わせの面白さに気付くように
する。 

◆リズムの組み合わせに興味をも
ち、進んで３もじと５文字の言
葉を考えている。    【主】 

◆言葉のリズムのつなげ方の特徴
について、それらが生み出す面
白さなどと関連させて気付いて
いる。       【知・技】 

Ａ 
Ｃ 
Ｄ 

８ 

本

時 

・言葉の特徴を生かし、リズムのつな
げ方を工夫してつくるように促す。 

・実際にお店屋さんごっこをすること
を通して、拍にのりながら友達とリ
ズムをつくる楽しさを味わうこと
ができるようにする。 

◆お店屋さんごっこを通してリズ
ムや、反復、呼びかけとこたえ
が生み出す面白さを感じ取りな
がら、どのように音を音楽にし
ていくかについて思いをもって
いる。     【思・判・表】 

Ａ 
Ｂ 
Ｃ 
Ｄ 
他者 

五 ９ 

〇歌唱 
「うみ」 
様子を思い浮かべて
３拍子にのって歌う。 

・海の様子に合った歌い方の工夫を
し、歌に合わせて体を動かしながら
３拍子にのってのびのびと歌うよ
うにする。 

◆思いに合った表現をするために
必要な歌声で歌う技能を身に付
けて歌っている。 

【知・技】 

Ａ 
Ｂ 

 



 

６ 本時の指導（８／９） 
(1) 指導目標 

状況に合った言葉を選びリズムに当てはめることで、言葉をどのようにつなげるかという思いをもっ

て楽しんでリズムをつくることができるようにする。 

(2) 評価規準 

イ ３文字と５文字のリズムに言葉を合わせ、つなげ方を工夫してリズムをつくっている。 

【思考・判断・表現】 

(3) 展開（波線部は「回遊する学び」に関わる姿とその手立て） 

学習活動と児童の反応（    ） 教師の働きかけと形成的評価（◆） 

１ 既習曲を演奏し雰囲気づくりをする。 （10分） 
・たん たん たん うん｜たた たた たん うん 

のリズムにぴったり合うことばは、何があったかな。 

・３文字はたん たん たん うん 

 ５文字はたた たた たん うん のリズム。 

 
 
 

２ お店屋さんごっこを通してリズムづくりを行
う。                 （25分） 
(1) お店屋さんとお客さんに分かれて、リズムを

つなげながら、やり取りをする。 
・３もじリズムと５もじリズムをつなげてみよう。 
 ♩♩♩𝄽   ♫♫♩𝄽  
＊おきゃくさん    ★おみせやさん 
＊たまご。くださいな。★どうぞ。おいしいよ。 
＊ばなな。おいしそう。★どうぞ。あまいです。 
＊おはな。きれいだね。★おはな。かざってね。 
＊おむらいす。たべたいな。 ★おむらいす。はいどうぞ。 

 ＊いちごあじ。ほしいです。 ★はいどうぞ。またきてね。 
 
(2) つなげたリズムを紹介する。     

・わたしは、「おいも、たべたいです。」といいました。

どんなリズムになったでしょう。 

・ぼくは、「りんごあめ、はいどうぞ。」といいました。

何もじリズムと何もじリズムでしょう。 

 
３ やり取りの中で出てきた、３文字や５文字で表
せない場合のリズムをどうしたらよいか話し合
う。                 (５分) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 本時の学習を振り返る。       (５分) 
・お家の人と買い物に行ったときに、リズムあそびを

してみようかな。 

・ほかの言葉もリズムにできないかな。 

1-(1) リズムに着目するために、「ぶんぶんぶん」を
歌ったり、反復を用いた３文字や５文字のリズム
遊びをしたりする。（ＡＢ） 

1-(2) お店屋さんに並ぶものをつかって言葉のリズ
ムでやり取りすることで、自分で３文字と５文字
のリズムをつくっていく活動につなげる。 

 
 
2-(1) できるだけスムーズに言葉が出てくるよう
に、前時に出てきたやり取りに使えそうな言葉を
掲示しておき、それを使ってつくることができる
ようにする。 

2-(2) 拍にのってリズムをはっきり表現できるよう
にするために、全体に拍を流しておき、拍にのり
ながら手拍子でリズムをうち、やり取りができる
ようにする。（ＡＢ他者） 

 
 
 
 
 
 
 
2-(3) 最初に言葉を発表し、どのリズムをつなげて
いるかを問うことで、聴くだけでなくリズムを考
えることができるように、クイズ形式を用いるよ
うにする。（ＡＣ他者） 

3-(1) 実際の生活のやり取りの中で自然と出てくる
例を考えることができるように、３文字と５文字
以外の言葉のリズムをどうしたらよいか問う。 
（ＤＣ他者） 
3-(2) 複雑になり過ぎないように言葉が足りない場
合と言葉が多い場合にどうするかを取り上げる。 

3-(3) 文字数によって、音符の長さが変わることを
感覚的に捉えられるようにする。 

3-(4) ３文字や５文字以外の言葉もリズムを工夫す
ると表現することができることを感じ取ることが
できるようにし、全体に共有する。 

4-(1) 普段使う言葉が簡単にリズムあそびにできる
ことを実感し、その面白さを味わうことができる
ように振り返りの時間を設定し、児童同士の意見
を共有する。 

4-(2) 実際に生活の場面で、本時の学習がどのよう
につながっているか想起させ、本時の学習と生活
の中の音や音楽がつながるようにする。（Ｄ） 

◆ ３文字と５文字のリズムに言葉を合わせ、つな
げ方を工夫してリズムをつくっているか。 

（発言、観察）【思・判・表】 
Ｂ リズムに合う言葉を選び、どのようにつなげ
るか考えてリズムをつくっている。 

Ｃ→ 言葉を集めた掲示を見たり、「ぶんぶんぶ
ん」の音程に合わせたりしながらリズムを試
してみるように促す。 

３もじりずむと５もじりずむをつなげて おみせやさんごっこをしよう 

【言葉が足りない場合】 
①言葉を伸ばす 
（例）ガム⇒ガーム｜𝅗𝅥 𝅘𝅥 𝄽｜ 
②言葉をたす 
（例）ガム⇒ガムを｜♩♩♩𝄽｜ 

【言葉が多い場合】 
 ・言葉をつめる 
 （例）キャラメル⇒｜♫♩♩𝄽｜ 

 （例）たべたいです⇒｜♫♫♫𝄽｜ 



 

 


